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はじめに 

血糖値は、食事摂取以外でも運動、ストレスで上昇し１日の中でも日差の変動があ

る。 血糖値は、午前３時頃がもっとも低くなる。吸収された栄養素の一部は、インスリ

ンの作用によって肝臓にクリコーゲンとして貯蔵され、また一部は脂肪組織に中性脂

肪として貯蔵される。その他の栄養素は肝臓を介して筋肉などの組織に運ばれ、エネ

ルギーとして使用される。インスリンの分泌や機能が悪いと肝臓、脂肪組織への取り

込み、筋肉への移行が低下し食後高血糖になる。夜間にも脳、心臓、赤血球などに

糖は必要である。この時、昼間に肝臓にグリコーゲンとして貯蔵された糖を放出したり、 

新たに糖を作ったりして組織に供給した。これにもインスリンが関係しているため、イ

ンスリンの分泌機能に問題があると 糖が制限なく放出されるため、夜間や早朝空腹

時に高血糖を起こすこととなる。 

空腹時の血糖値は６０～１１０mg⁄dl 程度血中に存在したが、食事によって増える

血糖値は８０mg⁄dl 前後である。従って食後血糖値が２００mg⁄dl 以上に増加した事は

異常と言える。糖尿病では空腹時血糖値が高く、食事による血糖値がこれに付け加

えられるため食後血糖値が２００mg⁄dl 以上を示す。境界型糖尿病やインスリン抵抗

性糖尿病では空腹時血糖値は基準値以内にあるにもかわらず食後血糖値が２００

mg⁄dl 以上になる事もある。 

測定には空腹時と随時血糖があり、空腹時血糖とは検査前１０～１２時間なにも食

べない状態で測定されたものを用いる。早朝空腹時血糖値は、体の糖代謝の基礎的

レベルを示す値である。随時血糖値は検査時の血糖値が食後何時間のものかを見

ることにより、食後血糖値の推移がわかる。食後血糖値の高い人はブドウ糖負荷試

験（ＯＧＴＴ）やＨｂＡ１ｃ、フルクトサミン等の検査でも 診断される。ブドウ糖負荷試験

（ＯＧＴＴ）はその時点の糖の処理能をみていることとなり、空腹時血糖値とは多少意

味が異なる。 
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研究方法 

1. 対象者 

本試験の目的、試験方法、予想される結果などについて十分説明した後、同意を得

て、書面において参加の意思が確認し、第一次実験に健常成人男女50名を対象とし

た。また、効果が著しい被験者（男女20名を対象）に対しては、第二次実験に進めて

行く。なお、試験内容は大学内倫理委員会において承認と世界医師会総会(World 

Medical Assembly)において承認されたヘルシンキ宣言(1964承認、2000年改訂)の精

神に則って実施した。 

 

2. 血糖値の試験 

一般生化学的検査(糖代謝：グルコース)を測定した。 

測定器具：グルコース CⅡテストワコー（Wako/439-90901）、検査用グルコース測定

器、検査用グルコースキット（テルモ）（図１）、チョコレート（図 2） 

 
図１.グルコース CⅡテスト、検査用グルコース測定器、検査用グルコースキット 

 

図 2.市販用チョコレート 
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3. 華蓮茶の投与前・後の経過時間的の血糖値 

 実験グループは以下にように分けた。 

 先ず、食前（空腹時）の血糖値を測定後、チョコレートを食べる 30 分前に華蓮

茶を飲むグループ。チョコレートを食べる 15 分前に華蓮茶を飲むグループ。

チョコレートを食べると同時に華蓮茶を飲むグループ。チョコレートを食べた

15 分後に華蓮茶を飲むグループ。チョコレートを食べた 30 分後に華蓮茶を

飲むグループに分け、グルコースの測定を行った。 

 実験の各グループ当たり、１０人とした。 

 糖負荷実験としてチョコレートを毎回、20ｇ摂取後実験を行った。 

 華蓮茶の投与方法は、第一次実験に１本投与、第二次実験には 2 本を投与し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 統計解析 

結果はすべて平均値±標準誤差で示す。Ｔ検定及びＤＵＮＥＴＴ検定にて行い、両側

検定で 5%以下を有意水準とした。 

5. 研究結果 

5-1. チョコレートを食べる 30 分前に華蓮茶を飲むグループについて 

 血糖値の測定結果を Fig.1 に示した。実験前（食前空腹時）平均血糖値に比べてチョ

コレートを食べる 30 分前に華蓮茶を飲むグループについては、血糖値は若干増加が

見られたが統計的な有為差は、認められなかった。 

 

食前（空腹時）の血糖値測定  
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Fig.1. チョコレートを食べる 30 分前に華蓮茶を飲むグループについての血糖値の測

定値. The result represents the mean value ± S.E. 
 

5-2. チョコレートを食べる 15 分前に華蓮茶を飲むグループについて 

 血糖値の測定結果を Fig.2 に示した。実験前（食前空腹時）平均血糖値に比べてチョ

コレートを食べる 15 分前に華蓮茶を飲むグループについては、血糖値は若干減少が

見られたが統計的な有為差は、認められなかった。 
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Fig.2. チョコレートを食べる 15 分前に華蓮茶を飲むグループについての血糖値の測

定値. The result represents the mean value ± S.E.  

 

5-3. チョコレートを食べると同時に華蓮茶を飲むグループについて 

 血糖値の測定結果を Fig.3 に示した。実験前（食前空腹時）平均血糖値に比べてチョ

コレートを食べると同時に華蓮茶を飲むグループについては、血糖値は減少が見ら

れたが統計的な有為差は、認められなかった。 
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Fig.3. チョコレートを食べると同時に華蓮茶を飲むグループについての血糖値の測定

値. The result represents the mean value ± S.E.  

 

5-4. チョコレートを食べた 15 分後に華蓮茶を飲むグループについて 

 血糖値の測定結果を Fig.4 に示した。実験前（食前空腹時）平均血糖値に比べてチョ

コレートを食べた 15 分後に華蓮茶を飲むグループについては、血糖値は減少が見ら

れたが統計的な有為差は、認められなかった。 
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Fig.4. チョコレートを食べた 15 分後に華蓮茶を飲むグループについての血糖値の測

定値. The result represents the mean value ± S.E.  

 

5-5.  チョコレートを食べた 30 分後に華蓮茶を飲むグループについて 

 血糖値の測定結果を Fig.5 に示した。実験前（食前空腹時）平均血糖値に比べてチョ

コレートを食べた 30 分後に華蓮茶を飲むグループについては、血糖値は若干増加が

見られたが統計的な有為差は、認められなかった。 
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Fig.5. チョコレートを食べた 30 分後に華蓮茶を飲むグループの血糖値の測定値. The 
result represents the mean value ± S.E.  

 

5-6. チョコレートを食べる 30 分前に華蓮茶を 2 本飲むグループについて 

 血糖値の測定結果を Fig.6 に示した。実験前（食前空腹時）平均血糖値に比べてチョ

コレートを食べる 30 分前に華蓮茶を 2 本飲むグループについては、血糖値は減少が

見られたが統計的な有為差は、認められなかった。 
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Fig.6. チョコレートを食べる 30 分前に華蓮茶を 2 本飲むグループについての血糖値

の測定値. The result represents the mean value ± S.E.  

 

5-7. チョコレートを食べる 15 分前に華蓮茶を 2 本飲むグループについて 

 血糖値の測定結果を Fig.7 に示した。実験前（食前空腹時）平均血糖値に比べてチョ

コレートを食べる 15 分前に華蓮茶を 2 本飲むグループについては、血糖値は減少が

見られたが統計的な有為差は、認められなかった。 
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Fig.7. チョコレートを食べる 15 分前に華蓮茶を 2 本飲むグループについての血糖値

の測定値. The result represents the mean value ± S.E.  

 

5-8. チョコレートを食べると同時に華蓮茶を 2 本飲むグループについて 

 血糖値の測定結果を Fig.8 に示した。実験前（食前空腹時）平均血糖値に比べてチョ

コレートを食べると同時に華蓮茶を 2 本飲むグループについては、血糖値は減少が

著しく認められ、統計的な有為差も認められた p < 0.01 (**)。 
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Fig.8. チョコレートを食べると同時に華蓮茶を 2 本飲むグループについての血糖値の

測定値 . The result represents the mean value ± S.E. Asterisks indicate groups 
significantly different from control at p < 0.05 (*) and control at p < 0.01 (**). 
 

5-9. チョコレートを食べた 15 分後に華蓮茶を 2 本飲むグループについて 

 血糖値の測定結果を Fig.9 に示した。実験前（食前空腹時）平均血糖値に比べてチョ

コレートを食べた 15 分後に華蓮茶を 2 本飲むグループについては、血糖値は減少が

見られたが統計的な有為差は、認められなかった。 
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Fig.9. チョコレートを食べた 15 分後に華蓮茶を 2 本飲むグループについての血糖値

の測定値. The result represents the mean value ± S.E.  

 

5-10.  チョコレートを食べた 30 分後に華蓮茶を 2 本飲むグループについて 

 血糖値の測定結果を Fig.10 に示した。実験前（食前空腹時）平均血糖値に比べてチ

ョコレートを食べた 30 分後に華蓮茶を 2 本飲むグループについての血糖値は減少が

著しく認められ、統計的な有為差も認められた p < 0.01 (**)。 
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Fig.10. チョコレートを食べた 30 分後に華蓮茶を 2 本飲むグループの血糖値の測定

値. The result represents the mean value ± S.E. Asterisks indicate groups significantly 
different from control at p < 0.05 (*) and control at p < 0.01 (**). 
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5. 考察 

本試験では、チョコレートを食べると同時に華蓮茶を 2 本飲むグループにおける血

糖値の測定結果、実験前（食前空腹時）平均血糖値に比べて血糖値は減少が著しく

認められ、統計的な有為差も認められた(p<0.01)。また、チョコレートを食べた 30 分後

に華蓮茶を 2 本飲むグループについても同様な結果が得られた。従って、華蓮茶配

合物を 2 本飲むことにより、華蓮茶配合物には血糖値を低下させる作用があることが

示唆された。このことから、華蓮茶配合物は正常な血糖値は下げずに異常な血糖値

だけを低下させる作用があることが分かった。 

これらの結果は、華蓮茶配合物は、α-グリコシダーゼ阻害作用と同様なメカニズ

ムによって、血糖値の上昇が抑制されたため、徐々に糖代謝が改善されたと考えら

れる 1-4）。 

また、華蓮茶配合物は、糖負荷と同時に華蓮茶を飲むことによって血糖値の減少

が著しことより、小腸のパイエル板の吸収抑制が考えられる。さらに、華蓮茶に含ま

れる多くの水溶性食物繊維により、緩やかに吸収されると考えられる 5-8）。 

従って、正常な血糖値まで強制的に下げてしまうのではなく、異常な血糖値だけを

低下させるので副作用のない安全な抗糖尿食品としての期待ができる。 
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